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　8月8日～9月4日の聞に各地

区にわいて町政懇談会が開催きれ

ました．

　これは、皆さまから田∫行政に対

する意見や改善してほしいこと、

又、分らないこと等を、町長をは

じンン町執行部と話し合う場をもう

け、今後の行政に町民の皆さまの

見てあれば見てあるほどにうろ

　　　ながれ速みてさゆる月かげ

　　　　　　　　　　　　　　　牧　水

意見を取り入れ、より良い町行政

とするために毎年開催きれるもの

です、

　懇談会では各地区とも活発な意

見が出されました，この内容にっ

きましては近い内に懇談会特集号

として皆さまにお知らせいたしま

す。

　　　　　　こ雲
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町報とうこう

町
人
口
は
六
、
六
〇
一
人

国
勢
調
査
人
ロ
の
概
数
ま
と
ま
る

　
十
月
一
日
現
在
で
、
行
な
わ
れ
た
困
勢
調
査
の
概
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
発
表
し
ま
す
．
．
な
わ
、
後
日
総
理
府
統
計
局

が
集
計
結
果
を
公
表
し
ま
づ
の
で
、
異
な
る
場
合
は
国
の
公
表
し
た
数
字
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
つ
　
今
回
の
国
勢
調
陛
の

結
果
、
本
町
の
人
［
は
六
千
六
百
一
人
で
、
昭
和
五
十
年
の
人
日
六
千
八
百
四
人
に
比
べ
て
、
三
。
　
ゲ
．
、
．
∵
貝
．
一
人
の
紋
少
と

な
り
・
4
弐
，
・
。
し
か
し
、
そ
の
減
少
ぶ
り
は
鈍
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
過
そ
化
は
進
行
し
て
い
る
よ
う
で
す

〈国勢調査人ロの推移〉

文
化
遺
産
の
旅

　
私
違
∂
完
ノ
＼
が
残
ふ
・
㌔
れ
た
．
墜
史
的
な

Z
化
遺
産
を
保
序
し
、
ま
た
、
未
発
堀

の
之
化
遺
産
．
を
調
査
発
画
し
、
何
．
時
ま

で
！
、
後
漸
に
嘆
し
て
い
く
こ
と
は
、
現

代
に
生
．
》
．
－
る
私
逃
町
民
の
責
痔
で
あ
う

ま
．
∵
　
太
町
は
、
町
文
化
財
保
存
調
農
委
、
只

・．

黶
A
貢
調
本
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一
に
埴
づ
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昭
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五
十
一
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集募
祭
歌
水
短

牧

を詠投ごてつる　〉心

　
九
月
十
七
日
は
、
恒
例
の
牧
水
祭
が

挙
行
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
行
事
の
一
つ

と
し
て
、
左
記
に
よ
り
短
歌
を
募
集
し

ま
す
。
ふ
る
っ
て
御
投
詠
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
記

　
一
、
応
募
の
締
切
　
八
月
三
十
一
日

　
二
、
応
募
資
格

　
　
　
本
町
に
住
所
を
有
す
る
者
及
び

　
　
　
町
外
者
の
う
ち
本
町
内
の
事
業

　
　
　
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
者

　
三
、
歌
題
　
自
由

　
四
、
応
募
点
数
　
　
五
首
以
内

　
五
、
入
選
歌
の
選
考

　
　
1
牧
水
顕
彰
会
に
お
い
て
選
者
を

　
　
　
委
嘱
し
選
考
決
定
す
る
。

　
　
2
入
選
歌
に
は
記
念
品
を
呈
す
る

　
六
、
送
先
　
東
郷
町
教
育
委
員
会
内

　
　
　
　
　
（
牧
水
顕
彰
会
）

　
住
所
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

口ニ　　ノ＼　　　　　　工L閏二．　　　　　一一

所’21’’’　”氏　送入委混入応歌所町本誌応
名　二選嘱水選募題等外町立募
を＿　歌し唱歌点
明牧東に選彰の数自勤の住格日
記水郷は算盤選
し顕町記決に考
て彰教念定お
く会四品すい
だ）委をるて
さ　員呈。漂
い　会す　者
。　内る　を

五
首
以
内

ヲ　しノ　　ノロ

。てさ月
ふ’れ十
る左ま七

に者に資の記つ記す日

由貰う所　切
しちを
て本有
い生す
る内る
者の者
　事及
　業ぴ

八
旦

手

百

てにがは
御よ”投りこ恒
詠短の弩
弓警霧1
さ募の重
し墜；豹
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〆
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ノ
決
～
唖
～
r
発
．
～
、
ヤ
ー
声
忘
、
と
堅
、
と
‘
亨
臥
～
〉
隆
一
発
～
・
「
、
7
．
・
～
鷹
乙
発
「
7
～
態
・
～
・
～
乳

ま‘月八

福祉年金証書の提出を〃

　
福
祉
年
金
の
受
給
権
者
は
国
民
年

金
証
書
を
役
場
へ
提
出
す
る
月
で
す

こ
の
証
書
の
提
出
で
向
う
一
ケ
年
間

の
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
が
決
り
ま
す
。
も
し
こ
の
提
出
が

お
く
れ
る
と
次
の
十
一
月
支
払
分
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
福
祉
年
金
は
す

べ
て
国
の
費
用
で
す
か
ら
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
っ
た
り
他
の
公
的
年
金

を
受
け
て
い
た
り
す
る
と
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
毎
年
一
回

年
金
証
書
と
一
髪
に
所
得
状
況
届
を

八
月
年
金
受
取
り
後
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
次
の

と
お
り
年
金
証
書
の
引
き
上
げ
を
計

画
し
た
の
で
必
ず
当
日
年
金
を
受
取

り
証
書
返
付
に
ご
協
力
下
さ
い
。

年
金
証
書
返
付
期
日
・
場
所

年
金
受
恥
日
［
返
付
す
る
区

　
　
－
．
－
⊥
　
　
　
－
．

．
八
月
十
一
日
　
山
陰
局
受
取

九
時
～
十
六
時
り
区
の
人

八
月
十
一
日

．
九
時
～
十
二
時

八
月
十
二
日
一

元
時
～
十
二
時

坪
谷
局
で
受

取
る
区
の
人

寺
迫
区
の
人

返
付
場
所

役
場
年
金
係

坪
谷
郵
便
局

美
々
津
局

東
都
農
局

、
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新
刊
図
書
の
紹
介

　
中
央
公
民
館
の
図
書
室
に
新
し
い
図

書
が
入
り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

ま
す
。

　
メ
イ
ン
バ
ン
ク
、
マ
マ
と
も
う
一
度

呼
ん
で
、
笹
沢
版
真
田
十
勇
士
、
旅
人

よ
、
農
協
・
巨
大
な
挑
戦
、
言
葉
の
お

し
や
れ
、
男
と
女
の
雑
学
事
典
、
男
だ

け
の
雑
学
事
典
、
歴
史
雑
学
事
典
、
大

閤
秀
吉
（
十
刊
）
、
お
ん
な
学
三
十
年

四
十
に
し
て
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
、
美
し
い

女
．
性
、
お
と
う
さ
ん
の
ひ
と
つ
の
歌
、

父
親
学
、
い
つ
の
ま
に
か
晴
れ
た
空
、

大
郎
物
語
・
青
春
編
、
か
あ
ち
ゃ
ん
・

ぼ
く
を
生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
ね
、

舞
台
女
優
、
愛
だ
け
で
生
き
ら
れ
る
か

ひ
と
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い
か
、
…
…

　
な
ど
、
全
部
で
五
十
一
冊
が
新
し
く

入
り
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

●

来年4月から国民年金

の保険料がかわります〃

国民年金は加入者が年をとったり障害者と

なったり、母子世帯になった場合に年金を

支給して生活の安定をはかることを目的と

しています。このため支払う年金額も物価

の変動に対し、値うちが下がらないよう額

の改定が行われています。年金額の改定は

みなさんが拠出する保険料の積立金と国庫

金によって賄はれます。年金の財政を健全

に保つためには年金額の引上げに伴い保険

料の額も引上げてゆかねばなりません。こ

のような事情から保険料の額が本年4月か

ら4500円に改定されましたが57年4

月から更に5220円に引上げられます。

保険料を納めわすれたりしますと障害年金

母子年金、老令年金がうけられなくなった

りしますので必ず保険料は期限内におさめ

るようにして下さい。

保険料納付などについてお尋ねは年金係へ

申出て下さい。
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災害を受けた

ときの税金

所
得
税
の
軽
減
・
免
除
が

受
け
ら
れ
ま
す

　
集
中
豪
雨
、
地
震
、
火
事
な
ど
で
家
や
家
財
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
と

き
、
所
得
税
が
免
除
さ
れ
た
り
、
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
”
税
金
の
減
免
”
に
は
雑
損
控
除
に
よ
る
も
の
と
災
害
減
免
法
（
災

害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
）
に
よ

る
方
法
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
や
家
財
な
ど
の
損
害
額
が
そ

の
年
の
所
得
金
額
の
～
．
」
％
を
超
え

る
と
き
、
そ
の
超
え
た
額
が
雑
損
控

除
と
し
て
、
課
税
対
象
か
ら
除
外
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
八
，
年
か
ら
豪
甲
・
地
帯
な
ど

軽
減
・
免
除
を
受
け
る
手
続
き

で
、
家
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
の
申
、
ド

う
し
費
用
な
ど
災
害
に
関
連
し
て
支

払
っ
た
費
用
が
雑
損
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
年
間
所
得

の
一
⊃
％
ま
た
は
五
万
円
の
い
ず
れ

か
低
い
額
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
、

そ
の
超
え
た
額
が
所
得
金
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
別
荘
や
宝
石
な
ど
生
活

に
直
接
必
要
で
な
い
資
産
の
損
害
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
を
受
け

た
人
の
そ
の
年

の
所
得
金
額
が

四
百
万
円
以
下

で
、
損
害
額
が

住
宅
や
家
財
の

価
額
の
二
分
の

一
以
上
の
と
き

に
適
用
さ
れ
ま

す
。
所
得
税
の

軽
減
額
は
、
所

得
に
よ
り
、
ド

表
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
雑
損
控
除
や
災
害
減
免
法
に
よ
る
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
は
、
最
終
的

に
は
翌
年
の
確
定
申
告
で
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
確
定
申
告

前
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
税
の
軽
減
・
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　事≡
　業≡
　所≡
　得…
場者≡
合の≡

災害減免法による

所得金額と所得税の軽減

額の関係

　
≡
一
≡
一
≡
≡
≡
一
一
一
＝
≡
≡
一
≡
≡
≡
一
一
≡
一
≡
一
一
一
一
＝
≡

　
自
宅
で
商
売
な
ど
し
て
い
る
事
業

所
得
者
等
で
、
r
定
納
税
を
し
て
い

る
人
が
災
害
を
受
け
た
と
き
は
、

予
定
納
税
額
の
減
額
承
認
申
請
辞
を

税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
災
害
を
受
け
た
月

日
や
、
雑
損
控
除
か
災
害
減
免
法
か

に
よ
っ
て
申
請
書
の
提
出
期
限
が
違

い
ま
す
。

　
一
≡
一
＝
≡
一
一
≡
一
≡
一
一
一
≡
一
一
一
一
一
一
一
一
≡
一
≡
一
一
一
一
≡
一
一
一
＝
≡
≡

　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
　
　
し

蝋
翻

醍
劃
臼ネ潮
目鍵
　
　
、

ダ
’奪

所得税の軽減額その年の所得金額

轟

全額免除

2分の1の軽減

4分の1の軽減

200万円以下の場合

　200万円超～

　　300万円以下

　300万円超～

　　400万円以下

　
　
　
　
　
　
　
　
場
合

　
一
≡
≡
一
≡
≡
≡
一
一
一
一
一
＝
≡
≡
＝
≡
一
…
一
一
一
≡
一
≡
一
一
一
≡
≡

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
災
害
を
受
け
た

と
き
は
、
そ
の
年
の
見
積
も
り
合
計

所
得
（
年
問
所
得
）
金
額
に
応
じ
て
、

源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
徴
収
猶
予
の
場
合
は
、
災
害
を
’
4
一
け

た
日
以
後
、
最
初
の
給
与
を
も
ら
う
日

の
前
日
ま
で
に
勤
務
先
に
徴
収
猶
予

の
申
請
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、

勤
務
先
で
源
泉
徴
収
済
み
の
証
明
書

を
も
ら
い
、
そ
れ
を
添
え
て
、
還
付

申
請
書
を
住
所
地
の
所
轄
税
務
署
に

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
も
、
最
終

的
に
は
、
翌
年
の
確
定
申
告
に
よ
っ

て
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

’

保
険
税
が
確
定

前
年
比
銘
％
の
上
昇

　
　
　
昭
和
五
十
五
年
度
東
郷
町
の
国
民
健
　
　
　
税
率
お
よ
び
税
額
軽
減
額
は
別
表
④

　
　
康
保
険
税
の
税
率
が
、
八
月
二
十
三
日
　
　
の
と
お
り
で
す
，

　
　
の
町
議
会
で
議
決
き
れ
、
決
定
い
た
し
　
　
　
東
郷
町
の
保
険
税
は
、
毎
年
五
月
に

　
　
ま
し
た
、
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暫
定
賦
課
に
よ
り
一
期
を
納
め
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
・
，
、
－
、
九
月
に
確
定
賦
課
を
行
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
一
．
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
。
保
険
税
の
算
定
基
礎
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
所
得
額
、
固
定
．
資
牽
税
が
決
定
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
れ
ば
保
険
税
の
計
算
が
で
き
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
で
す
、
．
し
た
が
っ
て
。
五
月
に
納
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
暫
定
賦
課
に
よ
る
一
期
分
は
、
前
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
度
の
保
険
税
の
一
納
期
分
を
仮
り
に
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
珍
」
い
む
・
婆
」
わ
・
で
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
保
険
税
は
町
税
で
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
般
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劫
う
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ド
あ
並
日
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
税
と
は
異
な
り
、
目
的
税
と
し
て
取
扱

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
惑
わ
れ
て
い
ま
実

判
　
　
　
繍
割
晶
賄
鱗
籔
欝

　
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
用
以
引
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
｝
唾
」
な
い

う
弾
　
　
　
　
　
　
岨
・
と
に
な
・
て
い
ま
す
．
・

ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罰
　
　
そ
こ
で
保
険
税
を
算
定
す
る
方
法
は

う
難
　
　
　
　
　
鰹
ま
ず
国
保
妻
の
醤
の
コ
・
、
保
険

靴辮

@
　
　
醐
藤
藻
雛
製

認
　
　
　
　
※
賦
課
方
法
が
ζ
・
れ
て
い
手

（5｝

区　分 割合％ 課税額（A） 課税基準額（B） 税率謝◎ 税額軽減額
所得割 35 28，349，000 833，832，457

3．40

ﾎ
資産割 10

24．19

総所得額22

怏~以下の

｢帯

総所得額22

怩P円以上

ﾌ世帯
8，100，000 33，485，910

100

均等割 40 32，399，000 4，260　人 7，606 4，170 2，780

平等割 15 12，150，000 1，284世帯 9，463 5，298 3，532

計 100 80，998，000

税
は
医
療
費
の
2
8
％

額
と
は
、
そ
の
年
度
．
の
療
養
給
付
費

（
国
保
被
保
険
者
の
医
療
費
で
、
町
が

支
払
う
七
割
給
付
分
）
の
六
五
％
に
相

当
す
る
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
昭
和
五
十
五
年
度
の
本
町
の
療
養
給

付
費
は
約
二
億
八
千
万
円
で
す
か
ら
、

こ
の
計
算
で
算
定
し
た
税
額
は
約
　
億

八
千
二
百
万
円
に
な
り
ま
す
．
．
し
か
し

こ
の
額
を
そ
の
ま
ま
税
に
す
る
と
、
前

年
度
の
二
倍
と
な
り
、
あ
ま
り
に
も
保

険
税
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
町
で
は
国
保
事
業
の

費
用
の
う
ち
、
最
低
限
税
に
収
入
を
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
を
保
険
税
と

し
て
徴
収
ず
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
昭
和
五

十
五
年
度
に
保
険
税
と
し
て
徴
収
す
べ

き
総
額
は
八
千
九
十
九
万
八
千
円
と
な

軽減世帯の保険税計算例敗②

り
、
療
養
給
付
費
に
対
す
る
割
合
は
二

八
・
九
％
と
な
り
ま
す
、

保
険
税
の
軽
減
制
度

　
保
険
税
で
は
↓
定
の
．
要
件
に
該
当
す

る
世
帯
に
対
し
て
保
険
税
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
，

　
つ
ま
り
、
所
定
の
方
法
で
算
定
し
た

所
得
合
計
額
が
二
十
二
万
円
以
下
の
世

帯
に
つ
い
て
は
均
等
割
と
平
等
割
の
保

険
税
の
六
割
を
減
額
し
、
ま
た
、
そ
の

所
得
合
計
額
が
（
二
十
二
万
円
⊥
十
七

万
円
）
、
世
帯
員
被
保
険
者
数
）
以
下
の

世
帯
に
つ
い
て
は
均
等
割
と
平
等
割
の

保
険
税
の
四
割
を
減
額
す
る
と
い
う
も

．
の
で
す
．
、

　
軽
減
世
帯
で
減
額
さ
れ
る
金
額
は
表

の
と
お
り
．
で
す
、
し
た
が
’
・
て
軽
減
世

帯
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
よ
一
・
て
、

保
険
税
は
異
な
っ
て
｝
、
・
ま
す
、

　
別
表
②
に
四
割
軽
減
世
帯
に
該
当
す

る
世
帯
と
該
当
し
な
い
翫
帯
の
保
険
税

が
ど
れ
だ
け
異
な
る
か
を
例
示
し
て
み

ま
し
た
、
．

　
（
例
2
）
の
世
帯
は
（
例
1
）
の
世

帯
よ
り
総
所
得
が
↓
万
円
高
い
だ
け
で

あ
と
は
全
く
同
じ
条
件
の
世
帯
で
す
．
．

　
算
出
税
額
は
（
例
2
）
の
世
帯
が
三

百
四
十
円
高
く
な
一
．
て
い
ま
す
が
（
例

1
）
の
世
帯
は
四
割
軽
減
世
帯
に
該
当

し
ま
す
の
で
、
納
め
る
税
額
は
一
万
七

千
七
百
七
十
円
も
異
な
一
・
て
く
る
の
で

す
。

〔例1〕　22万1円以上の世帯（4割軽減世帯該当）

○　被保険者数5人で　総所得90万円・固定資産税額

　　1万円の世帯の場合

　　　（総所得）一（基礎控除）　；　　（所得割課税基準）

　　900，000円一220，000円一　680，000円

所得割額

資産軒忍

均等割額

平等割額

68q　oOO円・報「2a　120円

1¢000円・儒一2．419円

5　人×7，606円＝38，030Pj

1世帯　9，463円＝　9，463円

　　算出税額　　　　　　　　73，032円

　　　73．032円一17，432円（軽減額）；55，600円

　　　※　この世帯の国民健康保険法　55．600円

〔例2〕　軽減世帯に該当しない普通世帯の場合

○　被保険者数5人で　総所得91万円・固定資産税額

　　1万円の世帯の場合

　　　910．000円一220，000円一690，000円

所得割額

資産割額

均等割額

平等割額

69¢000円・｛鴇一2a460円

1α000円・純一2419Pj

5　人×7，606円＝38，030Pj

1世帯　9，463円＝　9，463円

算出税額 73，372円

73，370円この世帯の国民健康保険税※

こ
こ
で
い
う
保
険
税
で
徴
収
す
べ
き



（6）
町報とうこう
器
娩
う
矯
」

一
　
　
　
　
　
　
　
　
一

輩
塾
…

あ
な
た
の
体
重
は

　
　
標
準
で
ず
か
？

　
．
斥
眉
尻
［
藩
け
健
康
の
バ
ロ
ノ
ー
ヤ
ー
・
し

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
中
央
公

民
館
ロ
ビ
…
に
体
重
計
を
備
え
ま
し
た

　
来
館
の
際
は
測
定
し
て
い
た
だ
》
、
・
、

そ
4
9
都
度
記
録
す
る
よ
う
に
台
帳
を
置

い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

．
卜
・
一
も
㌔
い
．

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
〔
ρ
．
）
御
寄
付
御
礼

昭
稲
五
十
五
年
七
月
十
四
日
か
ら
八
月

卜
．
一
日
ま
で
の
聞
に
香
典
返
し
と
し
て

つ
ぎ
．
の
か
た
か
ら
社
会
隔
祉
の
た
め
御

寄
付
を
い
た
だ
｝
、
－
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
謹
ん
で

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
こ
こ

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
仲
深
の
三
浦
花
子
ふ
・
」
ん
か
ら

　
　
（
嘉
郎
ふ
デ
八
　
四
七
才
ご
死
去
）

［
・
宮
崎
の
那
須
シ
ヅ
エ
湿
・
・
ん
か
ら

　
　
二
二
尋
、
・
ん
　
七
七
才
ご
死
去
）

　一．一　　　　　　マ　．　　　　　　㍉一．■

　八　羽　田　田　坪
＿重＿坂＿野＿野＿谷
ワ原勝のワのスの膳の
甚の平那ヨ鈴子稲夫夫
き轟き須子円き田き野
ん本ん利き政ん富ん和
　今　光ん夫　吉　 f
八朝七き五き八さ八き
…義四ん七ん三ん一・ん
才き才か才か才か才か，“　ノ　　へ・　、　　｝、L　，」　　7“　．轟　　▼・－　、、
｝　 ／し　 一　　り　 ｝　　つ　 ｝　　ゲ）　　一　　つ

タピ　ゐ、　タピ　　　　タ豆　　　　タピ　　　　タピ

去ら去　　去　　去　　去

　
　
◎
心
配
ご
と
相
談
所
案
内

二
の
相
談
所
は
町
民
の
皆
様
の
心
配
ご

と
の
解
決
の
御
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す

次
回
は
花
記
の
と
お
り
開
｝
噛
、
ま
す
か
ら

御
利
用
し
て
下
き
い

開
設
日
　
ト
一
．
月
十
八
日
第
三
火
曜
日

時
問
　
午
前
九
時
～
竿
后
三
時

場
所
　
老
人
福
祉
館

一
団
一
難

　
　
　
　
　
　
6
月
届

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

高…
海
」
黒

．
今

．
飛

菊

池高田木野瀬川
　イ∫恵隆亜ま公公　

』
再

ま
ゆ
み

亜
由
美博田

二誠

父
の
名

和郁．槙�ﾛ一久一浩

　
住
規
仲
雁
寺

　
　司
…
越
長
寺

作
…
羽

　
一目
凱
　
、

所

坂迫表迫深

良
4
ザ
’
田

夫
一
越
妻

結
婚
お
め
で
と
う

菊田手渡
氏

解由　ダ「池仙騎

満甲

子郎

坪坪

谷谷

涼気山男
　　　　　名
子司　子志

越西　日寺　住

表響翫所

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

稲山矢三甲鈴塩長
田本野浦回木月池氏

スワ嘉ソ ｹ参議名
ササ夫ノ市子治郎
8381816・63577777藷

　　　．一．　　　トー
田八坪坪下田福福住旧野一環谷一谷轄．．野瀬瀬’所

．、一…一 ﾜちのうごきf一一一．

㌦。6，634人、。．

｝男3，246人…；

1　女　3，388人　（△21｛

ご　　　　　　　　　　　　　　　，
1世帯数1，752戸（∠，2∫

と

　　　55年9月1日現在！（）は対前・比、

　　　　　　　　　　　．、
嫉タ．q＝秘．》炉奥一一ジー鳶｝A．．．あ一

愚
勢
澱
。
、
鳳
～

夏
の
疲
れ
に
ご
用
心

　
　
　
　
　
　
　
　
過
労
運
転

　
夏
の
疲
れ
．
の
出
る
秋
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
つ
’
、
3
っ
、
亜
帆
注
辞
心
で
す
．
、

　
こ
と
し
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

が
増
加
y
・
・
み
、
．
六
月
末
現
在
で
、
四
千

五
十
九
人
と
、
昨
年
同
期
に
比
べ
百
三

十
三
人
（
三
・
四
％
）
も
増
え
”
、
い
ま

す
。　
例
年
、
過
労
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故

は
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
y
．
一
、
わ
き
見

運
転
、
酒
酔
い
運
転
に
次
い
で
笛
四
位

を
防
ご
う

を
占
め
て
い
ま
す
．

　
秋
は
ま
た
行
楽
の
シ
…
ズ
ン
．
家
族

そ
ろ
｛
．
て
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
機
会
も
多

ノ
＼
と
く
に
大
黒
柱
．
の
ご
主
人
は
夏
．
の

疲
れ
を
お
し
て
、
行
楽
の
コ
ン
ブ
ク
ク

ー
兼
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
大
活
躍
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
ま
せ
ん
，

　
過
労
運
転
に
よ
る
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
．

一
日
六
時
間
・
二
〇
〇
キ
ロ

運
転

　
ド
ラ
イ
ブ
を
す
ろ
と
｝
圃
、
、
あ
な
た
は

何
を
基
準
に
、
目
的
地
、
コ
ー
ス
な
ど

を
斗
、
・
め
ま
す
か
．
．
運
転
時
間
、
そ
れ
と

も
距
離
1
。

　
よ
く
…
，
一
日
に
五
百
キ
ロ
も
走
っ
た

し
と
か
「
，
十
時
間
休
み
な
し
で
運
転
し

た
」
な
ど
の
自
慢
話
を
聞
き
ま
す
、

　
こ
れ
で
は
、
過
労
を
背
負
っ
て
、
綱

渡
り
を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
．
．
ひ
と

つ
間
違
え
ば
、
間
違
い
な
く
大
事
故
で

す
。　
で
は
何
を
基
準
に
す
れ
ば
安
全
な
の

で
し
ょ
う
か
、

麟
繍
の
目
安
で
す

　
宇
蟹
野
藤
雄
・
日
大
教
授
（
交
通
心

理
学
）
は
一
，
一
日
の
運
転
時
間
は
六
時

間
、
走
行
距
離
は
二
百
キ
ロ
が
目
安
「

と
い
r
・
て
い
ま
す
、
．

　
た
だ
し
、
こ
れ
は
道
路
事
情
、
混
雑

状
況
で
多
少
数
字
は
違
っ
て
き
ま
す
．

　
一
般
道
路
の
場
合
、
二
百
キ
ロ
を
六

時
間
で
走
る
と
す
れ
ば
、
平
均
時
速
は

三
十
三
・
三
キ
ロ
。
こ
れ
な
ら
疲
労
も

あ
ま
り
た
ま
ら
ず
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め

ま
す
一
、

　
　
日
の
運
転
の
目
安
は
〃
六
時
間
と

二
百
キ
ロ
〃
を
お
忘
れ
な
く
、


	町人口は六、六〇一人国勢調査人口の概数まとまる

	八月は福祉年金証書の提出を
	新刊図書の紹介
	来年4月から国民年金の保険料がかわります

	所得税の軽減・免除が受けられます
	軽減・免除を受ける手続き
	保険税が確定－前年比５．３の上昇

	保険税の軽減制度



